
≪闘争ゾーン≫ 第２回交渉（要求の根拠）～第３回交渉（会社の考え方）

☆山場の取り組みにむけた意思統一
☆現場長要請行動・全国統一職場集会・常駐体制への
結集呼びかけ！

☆FAX行動準備

次回、第３回交渉は６月９日（金）です。

ＪＲ貨物労組

２０２３年５月３１日
Ｎｏ．６０

中央本部は本日第２回交渉を行ない、要求の根拠について主張しました。

・会社は２０２３年度の事業計画を策定したが、計画達成にむけて職場で尽力する
のは社員であり組合員である。収入計画未達を理由とした期末手当抑制は決し
て許されない。
・電気料金や食料品など物価上昇が続いており、組合員の生活は厳しく、期末手当
を生活費に補填しなければならない状況である。
・要員が厳しい中、職場から輸送を担い、更に教育・技術継承を進めており、この苦
労と努力に報いるべきである。
・優秀な人材を確保し、離職を食い止め、更なるモチベーションの向上と生活向上
のため、夏季手当で還元するべきである。誰もが納得できる会社の考え方を示す
こと。

＜過去の期末手当支給実績＞
２０２０年度・・・夏：１．７５ 冬：１．６０ 年間：３．３５
２０２１年度・・・夏：１．７７ 冬：１．６７ 年間：３．４４
２０２２年度・・・夏：１．７２ 冬：１．６２ 年間：３．３４

多くの組合員を結集させ、職場から闘いを創り出そう！！
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